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研究成果の概要（和文）：近年、アジアダストの発生、それらと共に飛来するバイオエアロゾルやPM2.5などが
国際的な環境問題を引き起こしている。本研究では、JSPS研究拠点形成事業「アジアダストと環境レジームシフ
トに関する研究拠点の構築」で整備した研究拠点ネットワークを活用し、発生源地域のモンゴル草原・ゴビ砂漠
および風下側の能登半島・北海道等で集中観測を実施した。新たな試みとして、バイオエアロゾルを環境レジー
ムシフトのマーカーとして用いた。ダストストームによるアジアダストの巻き上げ、大気境界層から自由対流圏
への輸送プロセス、さらには環境レジームシフトの兆候、バイオエアロゾルの付着の有無に関して新たな知見を
得た。

研究成果の概要（英文）：In recent years, international environmental problems occur due to the Asian
 dust, which is potentially affected by microorganisms and air pollutants, to be transported long 
distances. The 2014-2016 JSPS “Asia-Africa Science Platform on Asian dust and environmental regime 
shift” was applied for an international observation of the Asian dust from the Gobi Desert and 
Mongolian Grassland to Japan.  A lidar network observation in the Gobi Desert showed a transport of 
the Asian dust from the atmospheric boundary layer to the free troposphere by a cold frontal system,
 moving across the desert.  A new approach to investigate the Asian dust as bioaerosols was 
employed.  A gene analysis of the bioaerosols showed that the Asian dust is a significant vehicle 
for long‐range transport of microorganisms.  An evidence of the environmental regime shift was 
found in the Mongolian Grassland.

研究分野： 気象学・気候学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
モンゴル草原・ゴビ砂漠は前世紀まで観測の空白域であり、近年は地球温暖化と人間活動の影響により、環境レ
ジームシフトの兆候が見られるようになった。環境レジームシフトは、動植物を含む生態系の急激な劣化を伴う
ので、喫緊の環境問題である。本研究では、発生源地域におけるアジアダストの舞上りと輸送プロセス、さらに
はバイオエアロゾルの付着の有無を解明しようとした。これらの情報は、アジアダストの発生・越境汚染・影響
評価の解明に貢献するものである。また、遺伝子レベルの解析を行い、バイオエアロゾルを環境レジームシフト
のマーカーとして使用する方法の確立を目指す点も新しい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 モンゴル草原、ゴビ砂漠およびタクラマカン
砂漠は、アジアダストの主要発生源である（図
1）。砂漠に隣接するモンゴル草原は、多様な動
植物が生息・分布し、バッファーとも言えるが、
環境保全のあり方によっては、砂漠化の危険性
を秘めている。大規模なアジアダストは、モン
ゴル草原の生態系にレジームシフトを引き起
こす。バイオエアロゾルは動植物の病害を促進
させ、レジームシフトのきっかけとなると考え
られる。さらに、アジアダストに付着する大気
汚染物質・病原菌等は、風下側の韓国・日本・
太平洋域に越境環境汚染をもたらすことが懸
念される。 
 喫緊の環境問題に対応するため、研究代表
者は H26-28 年度 JSPS 研究拠点形成事業「アジアダストと環境レジームシフトに関する研究拠
点の構築」をスタートさせた（①、②）。2014 年 8 月、名古屋大学で第 1 回 JSPS セミナーを、
2015 年 8 月、中国・蘭州大学で第 2 回 JSPS セミナーを開催し、日本・モンゴル・中国におけ
る研究拠点のネットワーク化を推進した。主な研究機関は日本側：名古屋大学・酪農学園大学・
国立環境研究所・京都大学・金沢大学・JAXA、モンゴル側：モンゴル気象水文環境研究所
（IMHE）・モンゴル国立大学、中国側：蘭州大学・新疆生態地理研究所である。本研究は、国
際共同観測を実施し、アジアダストと環境レジームシフトのメカニズムを解明することを目指
す。 
２．研究の目的 
 近年、アジアダスト（黄砂）の発生、それらと共に飛来するバイオエアロゾルや PM2.5 など
が国際的な環境問題を引き起こしている。本研究の目的は、モンゴル・中国の研究機関と共同し
て、アジアダストの発生とそれに関わる環境レジームシフトのメカニズムを解明することであ
る。環境レジームシフトは、大気圏・土壌圏・水圏・生態系の準不可逆的な変化であり、動植物
を含む生態系の劣化をもたらす。新たな試みとして、バイオエアロゾルを環境レジームシフトの
マーカーとして用いる。この目的を達成す
るために、現在進行中の JSPS 研究拠点形
成事業「アジアダストと環境レジームシフ
トに関する研究拠点の構築」で整備した研
究拠点ネットワークを活用し、発生源地域
のモンゴル草原・ゴビ砂漠・タクラマカン
砂漠および風下側の北海道・能登半島等で
集中観測を実施した。 
 
３．研究の方法 
 アジアダストは、偏西風による長距離輸送を通して、気候システムに直接的・間接的に影響を
与える。また、アジアダストに付着する、あるいは共に飛来するバイオエアロゾルや PM2.5 が
様々な環境問題を引き起こす。本研究では、輸送経路上の地上・大気境界層・自由対流圏に分布
するアジアダストを対象に集中観測（IOP）を実施した。モンゴルの研究機関はモンゴル情報・
気象水文環境研究所、モンゴル国立大学、中国は蘭州大学、中国科学院新疆生態地理研究所、日
本は名古屋大学、金沢大学、酪農学園大学、国立環境研究所等である。各研究機関が所有するラ
イダー、シーロメーター、PM2.5/PM10 測定器、パーティクルカウンター、エアロゾルサンプラ
ー、係留気球を IOP に使用した。バイオエアロゾルの採取は、モンゴル草原・ゴビ砂漠および風
下側の能登半島・北海道で実施し、サンプルの遺伝
子解析を行った。環境レジームシフトの現地調査
は、モンゴル草原とホスタイ国立公園で行った。 
 
４．研究成果 
(1) ゴビ砂漠におけるシーロメーター観測 
 ゴビ砂漠におけるアジアダストの鉛直構造を観
測するために、モンゴル情報・気象水文環境研究所
と共同で、モンゴル南部のダランザドガド気象台
（北緯 43 度 34 分、東経 104 度 26 分、海抜 1470 
m）にシーロメーター（Vaisala 製 CL51、波長 910nm）
を設置した(③、④)。ダランザドガドは、ゴビ砂漠
の中心に位置し、アルタイ山脈の風下効果でよく
低気圧・砂塵嵐が発生する場所である。2017 年、
モンゴル中央部のマンダルゴビ気象台に 2 台目の
シーロメーター（ルフト社製 CHM15k、波長 1064nm）

図 1 アジアダストと環境レジームシフトの研究対象
地域 ① 

図 2 モンゴル・ダランザドガド気象台のシーロメーター
自動観測・データ転送システム ③ 

図 3 ダストストームの鉛直構造 ⑥ 



を設置した(⑤)。 
 図 2 は、シーロメーターによる観測とインターネットを介したデータ転送のシステムを示す。
シーロメーターCL51 は、観測窓の汚れを吹き飛ばす窓ブロワーや凍結防止用の内部ヒーター、
約 2 時間の電源バッテリーを搭載し、気象条件や電気設備状況の悪い観測場所においても、ほぼ
メンテナンスフリーの長期連続観測を行うことが可能である。観測データを 1 時間毎にインタ
ーネット経由で名古屋大学に転送し、シーロメーターの稼働状況や観測結果を web サイト上で
確認できるようにした。 
 
(2)大気境界層から自由対流圏へのダスト輸送 
 図 3 は、2013 年 5 月 22-23 日に発生したダス
トイベントの事例解析である(⑥)。発達中の低気
圧とそれに伴う寒冷前線の通過によって、ダスト
ストームがゴビ砂漠で発生した。図 3(b)は、寒冷
前線付近の強風で巻き上げられたダストが寒冷
前線面上を上昇して、自由対流圏に輸送されるプ
ロセスを模式的にまとめたものである。 
 ダランザドガドはゴビ砂漠中央部に位置する
が、東部のサインシャンドとザミンウドには AD-
Netライダーネットワークの 2波長ミー散乱偏光
ライダーが設置されている。この 3 台のライダー
を使うと、ゴビ砂漠を横断中におけるダストの輸
送プロセスをとらえることができる（図 4、⑦）。
ダスト層は、寒冷前線システムとともにゴビ砂漠
を横切る間に自由対流圏まで発達したことが明
らかになった。このメカニズムは自由対流圏にお
ける偏西風によるダストの長距離輸送をもたら
す。 
 いくつかの観測例を検討すると、ダストが自由対流圏に輸送されないケースもあった(⑧)。
2015 年 4 月 29-30 日にゴビ砂漠で発生したダストイベントの事例では、ダストストームが発生
したものの、高度 1.2－1.5 km 付近の安定
層にトラップされた。ダストは上空へは到
達できず、安定層高度で漂った。このよう
に、ダストの鉛直分布は、気象状況、とく
に気温の鉛直分布と密接に関係する。 
 
(3) ひまわり 8 号 Dust RGB によるダス
ト解析 
 図 5 は、高時空間分解能を有するひまわ
り 8 号 Dust RGB データの解析により、ゴ
ビ砂漠からモンゴル草原にかけてのダス
トの発生と輸送を調べたものである(⑨)。
図中で、ピンク色で示される領域がダスト
である。ダランザドガド付近を通過した寒
冷前線がダストを巻き上げ、寒冷前線の後
面に分布している（図 5 の b と c）。新し
い発見としては、ゴビ砂漠起源のダストと
は独立に、中国内モンゴルのホルチン砂地
を起源とするダストストームがあること
が分かった（図 5 のｄ）。このダストの塊
は、寒冷前線と共に東に移動し、2017 年 5
月 5-6 日、日本全国に黄砂現象をもたらし
た。この衛星観測は、地上ライダーや
CALIPSO との良い対応が見られた。 
 
(4) バイオエアロゾルの性状  

ゴビ砂漠での砂塵発生時に採取されたエアロゾル試料中の細菌群の遺伝子解析を行った（⑩）。
ゴビ砂漠での砂塵発生時には，多種多様な細菌群がエアロゾル試料中から検出された。一方、砂
塵が収束にむかうと、Bacillus 属や Proteobacteria 門などに属す高高度で検出される細菌群の
割合が増えた。ゴビ砂漠には、動植物が生息しており、動物の糞や枯れ草などが散在し、土壌に
は多種多様の微生物群が存在する。したがって、砂塵によって土壌から多種多様な細菌が舞い上
がり、空気が安定になると、特定の細菌群が大気中に残存すると推察できる。さらに、残存した 

図 4 大気境界層か自由対流圏へのダスト輸送 ⑦ 

図 5 ひまわり 8 号 DustRGB がとらえたダストイベント ⑨ 



細菌群は、高い確率で、バ
イオエアロゾルとして長
距離輸送される可能性が
ある。 
「バイオエアロゾル(大

気微生物)が黄砂表面の凹
凸に付着して、砂漠域から
韓国、日本、さらには太平
洋域に長距離輸送される」
という仮説は、以前から提
案されていたが、観測に基
づいて検証した研究はな
かった。本研究では、砂漠
の発生源地域と下流域の
韓国と日本でバイオエア
ロゾルの観測を行い、遺伝
子的に同一であることを初めて証明した(図 6、⑪)。この成果により、アメリカ地球物理学連合
の「注目論文」に選ばれた。 
 
(5) 環境レジームシフトの観測 
 図 7 は、モンゴル草原で発見された環境レジームシフトの事例である(⑫)。1985 年-2013 年ま
での 28 年間の降水量と植物の応答を調べた結果、2003 年頃から東経 110°より西の内陸では降
水の増減に対して地表面の植物が応答しない場所が現れた。こうした場所では一年生の草本植
物のほか、多年生の潅木も消失し、砂漠化が進行していた。雨が多い年でも地表面の植生が回復
できない、環境レジームシフトが発生したと推定される。この結果より、モンゴル草原－ゴビ砂
漠系では、多年生の潅木の存在が
重要で、その消失が環境レジーム
シフトを引き起こす可能性があ
る。 
 
(6) 国際会議の開催 
 2016 年 8 月 8-12 日、モンゴル・
ウランバートルで第 3回 JSPSセミ
ナーを開催した(⑬)。現地では関
心が高く、本セミナーの様子はモ
ンゴルの新聞やテレビでも取り上
げられた。ウランバートルのテレ
ビ 11 局・新聞社 4 社・ラジオ局 1
社の取材を受けた。記者の質問は、
「アジアダストは風下の日本にど
のような影響を及ぼしますか」、
「モンゴルではどのようなダスト
対策をとればよいのでしょうか」、
「地球温暖化はダスト発生に影響
を及ばしますか」など、ストレート
で、基本的な質問が多くあった。最
新の研究成果をマスメディアに提
供することにより、社会貢献をすることができたのは幸いである。 
 アジアダスト・バイオエアロゾル・環境レジームシフトに関する国際ワークショップを 2017
年 11 月 3-5 日、名古屋大学環境総合館で開催した(図 8、⑭)。参加者は 7 カ国、50 名で、計 41
件の論文が発表された。専門書の出版計画が議論された。第 1 日の基調講演では、E. Terradellas
主任（スペイン気象庁／WMO）が世界気象機関 WMO の砂塵嵐監視助言・評価システム（SDS-WAS）
の活動、竹村俊彦教授(九州大学)が SPRINTARS による PM2.5 や黄砂の飛来予測に関する研究、D. 
Althausen 博士（ドイツ・ライプニッツ対流圏研究所）は、中央アジアダスト観測計画 CADEX を
紹介した。 
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Large-scale dust event in East Asia in May 2017, as revealed by the Himawari-8 DUST RGB and lidar network observations

Large-scale dust event in East Asia, as revealed by the Himawari-8 DUST RGB, lidar network observations, and field survey

 ３．学会等名

2018 AGU Fall Meeting（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

the 29th International Laser Radar Conference (ILRC29)（国際学会）

JpGU Meeting 2019

第12回大気バイオエアロゾルシンポジウム

第37回レーザセンシングシンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kai, K., K. Kawai, T. Maki, J. Noda,

甲斐憲次, 源祐輝, 河合慶, 小原一真, 中村晃太朗, 王敏叡, 能田淳, 牧輝弥, E. Davaanyam, D. Batdorj

河合慶, 神慶孝, 甲斐憲次, 相澤由樹, 伊藤敦哉, 杉本伸夫, A. Batbold, E. Davaanyam, E. Munkhjargal

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Occurrence of micro-meso scale dust storms and its relationship to the vegetation and topography in Mongolian grassland and
Gobi Desert

ゴビ砂漠・モンゴル草原におけるダストの発生と植生・地形・気象条件との関係

シーロメーターの水平観測による重なり関数の補正（その２）

Horizontal and vertical structure of large-scale dust event in East Asia in May 2017: Analyses of Himawari-8 Dust RGB,
CALIOP, and round-based observations

 １．発表者名
Kai, K., Y. Minamoto, K. Nakamura, M. Wang, K. Kawai, K. Ohara, J. Noda, T. Maki, E. Davaanyam, N. Sugimoto



2019年

2019年

2019年

2018年

Ibaraki University-Institut de Radioprotection et de Surete Nucleaire (IRSN)/Japan-UK EICHI-project joint international
workshop on radioactive particles

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

一般社団法人ｅ教育サロン勉強会，金沢大学

エアロゾル学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

牧輝弥，大西一成，洪天祥，黒崎泰典，Kevin C. Lee，河合慶，甲斐憲次，篠田雅人，S.B. Pointing，岩坂泰信

 ２．発表標題

Maki, T.

牧輝弥、北和之、石塚正秀、作田裕也、保坂健太郎，岩坂泰信，五十嵐康人

牧輝弥

第12回大気バイオエアロゾルシンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

東アジアを風送されるバイオエアロゾルの細菌群集構造の変化

Variations of airborne microbial communities emitted from forest areas

森林内を浮遊するバイオエアロゾルの群集構造変化

空飛ぶ納豆菌

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AOGS, Hawaii, 20180605（国際学会）

4rd Oxford  Interdisciplinary Desert Conference（招待講演）（国際学会）

Maki, T., S. Furumoto, Y. Asahi, K.C. Lee, K. Watanabe, K. Aoki, M. Murakami, T. Tajiri, and Y. Iwasaka

Kai, K., N. Sugimoto, T. Maki, B. Hoshino, J. Huang, S.Khudulmur

Kawai, K., K. Kai, Y. Jin, N. Sugimoto, and D. Batdorj

Kai, K.

28th International Laser-Radar Conference (ILRC28)（国際学会）

International Workshop on  Asian Dust, Bioaerosols and Environmental Regime Shift（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Long-range transported bioaerosols captured in snow cover on Mount Tateyama, Japan: Impacts of Asian-dust events on airborne
bacterial dynamics relating to ice-nucleation activities

International Research on Asian Dust and Environmental Regime Shift by  the Cooperation between Mongolia, China and Japan

Lidar network  observation of dust layer evolution over the Gobi Desert in May 2013

Overview of the Workshop A-B-E

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Workshop on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental  Regime Shift（国際学会）

International Workshop  on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental Regime Shift（国際学会）

International Workshop  on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental Regime Shift, P-A7（国際学会）

International Workshop  on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental Regime Shift, P-A7（国際学会）

Minamoto, Y., J. Noda, K. Ohara, K. Kawai, E. Davaanyam, and K. Kai

Ohara,K. T. Maki, J. Noda, E. Davaanyam, Y.Minamoto, K. Kawai, and K.  Kai

Davaanyam, E., D. Jugder, K. Kai, K. Kawai

Kawai, K., K. Kai, Y. Jin, N. Sugimoto, and D. Batdorj

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Relationship between Dust Emission and Vegetation Coverage over  Mongolia: Moving Observation from Dalanzadgad to
Ulaanbaatar

The Relationship between Aerosol Density and Extinction  Coefficients over the Gobi Desert

Characteristics of Cloud  Base Height from Ceilometer Data Measured at Dalanzadgad, Mongolia

Lidar Network  Observation of a Dust Event in the Gobi Desert on 22-23 May 2013

 １．発表者名



2017年

2017年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International  Conference of Desert technology (DT13)（国際学会）

International Workshop on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental  Regime Shift（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hoshino, B.

 ２．発表標題

Nakamura, K., Y. Minamoto, K. Ohara, K. Kawai, and K. Kai

Takemi, T., T. Yoshida

Hoshino, B

International Workshop  on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental Regime Shift, P-A7（国際学会）

International Workshop on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental  Regime Shift（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Seasonal dynamics for vegetation response to precipitation  and detection of environmental regime shifting in semi-arid
region

Comparison  between Meteorological Fields Analysis and Surface Measurements on  Asian Dust Events at the Beginning of May
2017

Large-eddy simulation studies on  turbulent flows over rough surfaces: Urban versus vegetated areas

Detection of environmental regime shifting in semi-arid  region and simulation of dust emission from dry land

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium on Cryosphere and Biosphere (International  Glaciological Society)（国際学会）

International Workshop on Atmospheric Radio-cesium and Bio-aerosol Emission（国際学会）

Maki, T., S. Furumoto, Y. Asahi, K.C. Lee, K. Watanabe, K. Aoki, M.  Murakami, T. Tajiri, H. Hasegawa, A. Mashio, Y. Iwasaka

Maki, T.

Maki, T., C. Bin, K. Kai, K. Ohara, F. Kobayashi, E. Davaanya, J. Noda,  K. Kawai, Y. Minamoto, G. Shi, H. Hasegawa, Y.
Iwasaka

河合慶, 甲斐憲次, 神慶孝, 杉本伸夫, D. Batdorj, E. Davaanyam

International Workshop on Asian  Dust, Bioaerosols and Environmental Regime Shift, Nagoya（招待講演）（国際学会）

第35回レーザセンシングシンポジウム, F-3

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Long-range  transported bacterial communities relating to ice-nucleic particles  accumulated to snow cover on Mount
Tateyama, Central Japan

Bioaerosol observations in forested area

Vertical  distribution of airborne microorganisms in Asian dust (Kosa) source  region, Taklamakan and Gobi Deserts

モンゴル ・ダランザドガドにおけるアジアダストのシーロメーター観測：AERONETサンフ ォトメーターによるデータ補正

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第35回レーザセンシ ングシンポジウム, F-4

日本気象学会2017年度秋季大会, B403

第六回モンゴル高原  環境問題研究会

第11回大気バイオエアロゾルシンポジウ ム（招待講演）

源祐輝, 中村晃太朗, 小原一真, 河合慶, 能田淳, 牧輝弥, E. Davaanyam, 甲 斐憲次

星野仏方

牧輝弥、古本翔吾、朝日祐也、Kevin C. Lee、渡辺幸一、青木一真、村上正隆 、田尻拓也、岩坂泰信

小原一真, 牧輝弥, 能田淳, E. Davaanyam, 源祐輝, 河合慶, 甲斐憲次

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

2017年5月上旬に東アジアの広範囲で観測されたダストイベントの解析

乾燥環境下の植物の生存戦略と降水への応答

立山積雪中に保存される黄砂バイオエアロゾル：微生 物群集構造と氷核活性粒子との関係

ゴビ 砂漠におけるエアロゾルの質量 - 後方散乱係数について

 １．発表者名



2017年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2016度春季大会D451

第34回レーザセンシングシンポジウムE-3

 ３．学会等名

 ３．学会等名

河合慶,甲斐憲次,神慶孝,杉本伸夫,D. Batdorj

 ２．発表標題

牧輝弥

西尾優汰,河合慶,甲斐憲次, D. Batdorj

河合慶,甲斐憲次,能田淳, E. Munkhjargal, J. Chogsom

砺市民大学 人と自然・健 康（招待講演）

日本気象学会2016度春季大会C463

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ゴビ砂漠におけるシーロメー ター観測のデータ解析と検証

空飛ぶ菌から生まれた『そらなっとう』

モンゴル国ダランザドガドにおけるアジア ダストのシーロメーター観測：2015年4月に観測された二重ダスト構造の解析

2015年5月におけるゴビ砂 漠でのパイバル観測

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第34回レーザセンシングシンポジウムP-C14

日本気象学 会2016度秋季大会P165

甲斐憲次,河合慶,源祐輝,小原一真,牧輝弥,能田淳,杉本伸夫,神慶孝,E. Davaanyam

小原一真,牧輝弥,能田淳,E.　Davaanyam,源祐輝,河合慶,甲斐憲次

源祐輝,能田淳,牧輝弥,小原一真,E. Davaanyam,河合慶,甲斐憲次

Wu, J., Y. Kurosaki, M. Shinoda, K. Kai

日本気象学 会2016度秋季大会P364

日本気象学会 2016度秋季大会B358

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

シーロメーターでとらえたゴビ砂漠のダストストームの構造-2015年と2016年の集中 観測-

モンゴル国ダ ランザドガドにおけるアジアダストの鉛直分布-2016年春季-

モンゴル国の 乾燥地域におけるアジアダストの水平分布解析

Regional characteristics of recent  dust occurrence and its controling factors in East Asia

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2016度秋季大会B361

International Conference on Atmospheric dust 119（招待講演）（国際学会）

International Conference on Atmospheric dust 118（国際学会）

AOGS 2016（国際学会）

Kai, K., Y. Nishio, K. Kawai, T. Maki, J. Noda, B. Hoshino,  N. Sugimoto ,  E. Munkhjargal, D. Jugder, D. Batdorj

Kawai, K., K. Kai, Y. Jin, N. Sugimoto, D. Batdorj

Kai, K., Y. Nishio, K. Kawai, T. Maki, J. Noda, B. Hoshino, N. Sugimoto, E.  Munkhjargal, D. Jugder, D. Batdorj

河合慶,甲斐憲次,神慶孝,杉本伸夫,D. Batdorj

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Structure of double dust layers  over the Gobi Desert - Preliminary IOP of JSPS Core-to-Core Program -

Dust event in the Gobi  Desert in May 2013 captured by a lidar network

Continuous Ceilometer Observation of   the Dust Layers over the Gobi Desert in Mongolia

ライダーネットワークが捉えた寒冷前線によるダスト舞い上げの空間構造

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Third JSPS Seminar（国際学会）

Third JSPS Seminar（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Minamoto, Y., K. Ohara1, K. Kawai, J. Noda, T. Maki, E. Davaanyam, K. Kai

 ２．発表標題

Kai, K., K. Kawai, T. Maki, J. Noda, E. Davaanyam, D. Jugder, B. Batbayar,  N. Sugimoto, B. Hoshino, H. Zhou, Z. Huang, J.
Huang

Davaanyam, E., D. Jugder, K. Kai, K. Kawai

Wang, M., K. Kai, N. Sugimoto, D. Batdorj

Third JSPS  Seminar（国際学会）

Third JSPS Seminar（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Horizontal and Vertical Distributions of Asian Dust in Arid area, Mongolia

Overview of  Intensive Observation Periods (IOP) of Asian Dust and Environmental Regime  Shift under the Cooperation between
Mongolia, China and Japan

Characteristics of cloud base  height from ceilometer and eye-visible measurements in Dalanzadgad,  Mongolia

LIDAR and Surface Observations  of air pollution in Ulaanbaatar, Mongolia

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2017年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2016 AGU Fall Meeting（国際学会）

JSPS研究拠点形成事業公開セミナー

Kawai, K., K. Kai, Y. Jin, N. Sugimoto, D. Batdorj

牧輝弥

牧輝弥

牧輝弥

第10回バイオ エアロゾルシンポジウム

平成27年度北陸４大学連携 まちなかセミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Spatial Distribution  of Asian Dust Captured by Lidars in the Gobi Desert May 2013

バイオエアロゾル (大気中の微生物)の現地観測

東アジアにおけるバイオエアロゾルの細菌群集構造の変化

空飛ぶ菌から納豆『そらなっとう』開発秘話

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第19回全国風サミット in 珠洲（招待講演）

日本微生物生態学会第31 回大会

Third JSPS Seminar（招待講演）（国際学会）

Third JSPS Seminar

牧輝弥、笹川修太郎、石丸佳苗、長谷川浩，黒崎泰典，大西一成，洪天祥，陳彬， 岩坂泰信

Maki, T., Y. Kurosaki, K. Onishi, F. Kobayashi, K. Kai, K. Lee, S.  Pointing, D. Jugder, M. Shinoda, Y. Iwasaka

Maki,T.

牧輝弥

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

黄砂・ＰＭ2.5の沈着地におけるバイオエアロゾルの微生物群集構造の変化

Origins of airborne bacterial  communities in bioaerosols transported from Gobi Desert area by dust  events

Lecture for the investigation of atmospheric bioaerosols

風で運ばれる微生物たち

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第90回 日本感染症学会総会

Second International Conference on Atmospheric Dust（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hoshino, B.

 ２．発表標題

Maki, T., Y. Kurosaki, K. Onishi, N. Yamanaka, M. Shinoda, F. Kobayashi,Y. Iwasaka

Kobayashi, F., D. Akaishi, T. Maki, M. Kakikawa, A. Matsuki, Y.Iwasaka

牧輝弥，市瀬孝道，小林史尚，岩坂泰信 (小林史尚 )

The 8th Internationall Workshop on Sand/Duststorms and Associated Dustfall（国際学会）

The 8th International Workshop on Sand/Duststorms and Associated Dustfall（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Estimation of ground surface characteristics for outbreaks of  the Asian dust storms in the sources region

Variations in the structure of airborne bacterial communities in Gobi desert area during a dust event

The Effects of Airborne Bacteria within Asian Duststorm (Kosa bioaerosols) on the Forest Ecosystem: Wood Decay and Growth of
Pinewood Nematode by Kosa Bioaerosol

アジア大陸から越境輸送されてくる大気ﾊﾞｲｵｴｱﾛｿﾞﾙの2つの顔

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第57回大気環境学会年会・酸性雨分科会（招待講演）

第四回大気エアロゾルシンポジウム

星野仏方

星野仏方

Yoshida,T., T. Takemi

Sugimoto N., Nishizawa T., Shimizu A., Jin Y.

13th Symposium of the Urban Environment, 97th AMS Annual Meeting#265

OSA Light, Energy and the Environment Congress, Optical Instrumentation for Energy and Environmental Applications

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

リモートセンシングを用いたアジア内陸黄砂発生源地域における地表面 変化抽出への新知見

モンゴル国ドルノゴビ県サインシャンドの火力発電所から排出される煤の動態

Influences of complex roughness over an actual urban area on turbulent flows as revealed by large-eddy simulations
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